
図画工作科学習指導案 
  №╝╖  

日 時  11 19  20 10:05 

年 組    16 ה ה  

◕☻♩   

場 所    

題  材    ₈♁הꜟꜗ◦כⱦꜙכ ⅎ⌂™ ≤Γ╖╢Δ ₉  

題材について 
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事前調査：R4 年 10 月  

対象：小学１年生（8 名）・2 年生（8 名） 

時間：7 分間  

鑑賞作品：『夜のカフェテラス』，ゴッホ，1888 

パフォーマンス課題：この絵を見て，気付いた 

ことを書きましょう。（3 つの問いは，罫線  

付き用紙に予め提示）  

・「この絵の中で何が起きていますか？」 

    ・「どこからそう思いましたか？」  

・「そこからどう思いましたか？」  

試行錯誤を可能にする環境設定（翻案→授業構想力／授業実践力）  
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ポートフォリオを活用したプロセスの記録（授業分析・評価力）， 

学習過程に位置付いた振り返り（授業構想力／授業分析・評価力）  



本時の目標 

╩כꜙⱦהꜟꜗ◦כ♁ ⇔╖ ╩ ≡ ∂√↓≤╩ ⌐ ╦╢╟℮⌐ ⅎ√╡

⅛╠ ↑ ∫√╡∆╢⁹   

準備物 

▪▬ⱴ☻◒ Ɽכ♥▫◦ꜛfi Ⱳ▬☻ⱷ⸗ ╡  ♪כ◌╡
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学習の展開  

学習活動と内容 指導上の留意点（◆評価） 
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本題材で用いる絵画作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

₈ ≤ ⅎ╢ ─ ≢ ╢₉

www.bonus.dance/essay/01 2022 10 23  

₈ ×◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi≢└╠ↄ ─ ⇔™⅛√∟₉ₐ 29

 ─ ≤⌂╢ ה  ╩└╠ↄΊ √⌂

ⱪ꜡◓ꜝⱶ 29 ₑ 30 √⌂

ⱪ꜡◓ꜝⱶ p.  

 

図２ 『黄・赤・青』，ワシリ

ー・カンディンスキー，1925 

図３ 『秋』 

ジュゼッペ・アル

チンボルド，1572 

図４ ティンガティンガアート， 

タンザニアで発祥した絵画スタ

イル，1960 年代末 

図１ 『日傘をさすモ

ネ夫人とその息子』，

クロード・モネ，1875 

 

図５『名所江戸百景 

大橋あたけの夕立』，

歌川広重，1857 

図６ 『Ice and icicles 

dipped in water held 

against rock and ice 

until frozen』，アンディ・

ゴールズワージー，1987 


